
学校番号 １０６ 

令和 5年度 国語科 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編現代文Ｂ（東京書籍） 

副教材等 
～入試頻出セレクション～漢字プラス語彙２０４０（尚文出版） 

新編現代文 B 学習課題ノート（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・予習として必ず本文を読み、文章に出てくる語句の意味を、辞書を使って調べておくこと。 

・授業では、先生の話やまわりの生徒の意見をしっかり聞き、自分の考えを深めたうえで自らの意見

をまとめることを常に意識すること。 

・復習として授業のあとにはノートやプリントで内容を振り返り、学習する習慣を身につけること。 

・語彙力や漢字の知識を、定着させること。 

・提出物は期限を守って必ず提出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・近代以降のさまざまな種類の文章とともに、現代の社会生活で必要とされている実用的な文章を含

めて「読むこと」を中心に、それを想像、分析し、また評価、批評して、自らの考えを効果的に表

現する力を高める。 

・内容を正しく読み取ることで、現代社会の複雑多様な言語生活への適応を図り、目的や課題に応じ

た情報活用能力を育む。 

・読書への興味・関心をいっそう広げ、筆者の個性的な考え方に触れ、現代の言語文化に対する理解

をいっそう深め、人生をより豊かなものにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力   c : 書 く 能 力 ｄ : 読 む 能 力 ｅ :知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の様々な文章に

対する興味・関心を

深め、国語で理解し

表現する力を進んで

高めるとともに、国

語を尊重してその向

上を図ろうとしてい

る。 

生涯にわたる社会生

活における他者との

関わりの中で伝え合

う力を高め、思考力

や想像力を伸ばそう

としている。 

生涯にわたる社会

生活に必要な国語

について、その特質

を理解した上で、適

切に使うことがで

きる。 

文章を目的や状況

に応じて的確に読

み取り、自分の考え

を深め、発展させて

いる。 

言語文化及び言

葉の特徴やきま

りなどについて

の理解を深め、知

識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

・行動の観察    

（学習活動への参加

姿勢や態度） 

・記述の確認（ノー

ト、プリント、テ

キスト等） 

・行動の観察    

（学習活動への参加

姿勢や態度） 

・グループワーク、

プレゼンテーション

等 

・記述の確認    

（ノート、プリン

ト、テキスト、レ

ポート、感想文

等） 

・記述の確認（ノー

ト、プリント、テ

キスト、レポー

ト、感想文等） 

・定期考査 

・行動の観察    

（学習活動への参

加姿勢や態度） 

・記述の確認（ノー

ト、プリント、テキ

スト、レポート、感

想文等） 

・定期考査 

・行動の観察    

（学習活動への

参加姿勢や態

度） 

・記述の確認（ノ

ート、プリン

ト、テキスト

等） 

・小テスト 

・定期考査 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

一 

 

最
初
の
ペ
ン
ギ
ン 

どのような局面

においても、未

知の世界へ勇

気を持って飛

び込むことが人

生を切り開くこ

とを学ぶ。 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 a: 

筆者の見解を正確に読み取り、その内

容をもとに自ら考え、批評する態度を

養う。 

c: 

与えられた課題に対して適当な表現に

よる文章を書いている。  

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e: 

語句に関して、文脈上の意味の理解を

深めている。  

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e : 

・小テスト 

・定期考査  

 

一 物
語
の
外
か
ら 

「語り」の現場

での出来事か

ら、人間にとっ

ての「語る」こと

の意味や、「物

語」の持つ本質

的な意味を考

える。 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 a: 

二人の語り部に共通する姿から、「語

る」ということの本質について考えを

深める。 

c: 

与えられた課題に対して適当な表現に

よる文章を書いている。  

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

  

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

  



一 豊
か
さ
と
生
物
多
様
性 

現代の世界の

ありようをも 

う一度原点に

戻って考え直

し、人間にとっ

て本当の豊か

さとは何なのか

という主題を的

確にとらえる。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 a: 

生物多様性保全の課題として挙げられ

ている「南北問題」や「質と量」の問

題と、それに対する筆者の考えについ

て理解を深める。 

b c: 

生物多様性を大切にするために必要な

ことや関連する資料から読み取って考

えたことについて、自身の意見を持ち、

相手に伝え、話し合う。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e: 

語句に関して、文脈上の意味の理解を深

めている。  

a: 

・行動の観察 

・記述の点検  

ｂc d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・グループワーク/

プレゼンテーシ

ョン 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査  

 

一 山
月
記 

 

虚構世界を通

じて、読み手が

自分に関わるも

のを実感し、小

説を読むことの

意義や楽しさを

味わう。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 a:  

登場人物の心情を表現に即して把握

し，主人公の内面と苦悩について考え

る。 

ｂc: 

主人公の心情や生き方をとらえ、それ

に対してどのように感じているかを考

える。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e: 

作者・作品について予備知識を持ち、語

句に関して、文脈上の意味の理解を深め

ている。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

b c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査  



二 

 

言
葉
は
世
界
を
切
り
分
け
る 

言葉がどのよう

に世界を 「分

節」しているか

を理解し、他言

語間でのコミュ

ニケーションに

おいて、どのよ

うにアプローチ

していけばよい

かを学ぶ。 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 a: 

 他言語と比較することで言葉の意味

の在り方を理解し，言葉に関心を持っ

て言語生活を豊かにする。 

c:  

比較の手法を用いた評論を読んで，筆

者の主張を的確に捉える。また、与え

られた課題に対して適当な表現による

文章を書いている。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e:  

語句に関して、文脈上の意味の理解を

深めている。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査  

二 鞄 現代人のありよ

うをリアリティを

もって表現して

いる作品を読

み、人間の「自

由」や「不安」

は、どのようなも

のなのか、また

どのように変化

してきたのかを

考える。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

a:  

寓意に注意しながら小説を読み，「現

代」という時代について考えを深める。 

b c: 

 鞄の象徴するものを手がかりに，作品

の主題について考える。また、与えら

れた課題に対して適当な表現による文

章を書いている。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e: 

作者・作品について予備知識を持ち、

語句に関して、文脈上の意味の理解を

深めている。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

b c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査 

二 も
う
一
つ
の
知
性 

科学的思考と

は異なる思考

の在り方を理解

し、現代社会を

生きるうえで必

要な態度につ

いて考える。 

 

 

 

 

 

〇  〇 〇 〇 a:  

「情報化社会」など取り上げられてい

る事柄に関心を持つ。 

c: 

筆者が考える本来の「知性」の在り方をま

とめる。課題に対して適当な表現による

文章を書いている。 

d: 

引用例の意味や役割，文章の構成を的

確に捉え、理解しようとしている。 

e: 

引用例の意味や役割，問題提起から始

まる文章構造を理解している。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e : 

・小テスト 

・定期考査 



二 葉
桜
と
魔
笛 

物語の展開の

中に浮かび上

がる人間の心

の奥深さを、太

宰らしい文体で

繰り広げられる

一人語りを通し

て考える。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 a:  

物語の展開を把握しつつ，そこに浮か

び上がる人間の心の奥深さを味わう。 

ｂc: 

登場人物である「私」、妹、父の三者

が、「魔笛」をめぐってそれぞれどの

ような思いを抱いたかについて考え

る。また、与えられた課題に対して適

当な表現による文章を書いている。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しよう

としている。 

e:  

作者・作品について予備知識を持ち、

語句に関して、文脈上の意味の理解を

深めている。 

a: 

行動の観察及び記

述の点検 

b c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・グループワーク 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査 

三 蠅 短い文の構成

から、作家の文

体そのものを楽

しみ、豊かなイ

メージの世界に

身を浸して、映

画でも演劇でも

味わえない時

間と空間を感

じ、味わう。 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 a:  

多様な表現方法を用いて書かれた近代

小説の世界を味わおう。 

c:  

視点の移動に注意しながら，描かれた

場面や状況を読み取り主題を読み取

る。また、与えられた課題に対して適

当な表現による文章を書いている。 

d: 

文章の構成を的確に捉え、理解しようとし

ている。 

e:  

作者・作品について予備知識を持ち、

語句に関して、文脈上の意味の理解を

深めている。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査 

三 永
訣
の
朝 

詩歌を読んで，

鑑賞力を高め，

豊かな感性を

養う。 

〇  〇 〇 〇 ae:  

作者について関心を持ち，作品の背景

について積極的に調べようとしてい

る。作者の世界観や理想について考え

を深める。 

c d: 

表現やリズムに留意して，情景や心情

を味わいながら音読する。特徴的な表

現の持つ効果について理解している。 

a: 

・行動の観察 

・記述の点検 

c d: 

・音読の観察 

・行動の観察 

・記述の点検 

・定期考査 

e: 

・小テスト 

・定期考査 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す能力・聞く能力  c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


